
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 2 月 

かほく市第２学校給食センター 

所 長：竹本 武 

栄養士：坂井雅代 細山紀子 

立春の前日に当たる節分には、古くから、豆まきをしたり、ヒイ

ラギイワシ（ヤイカガシ）を玄関に飾ったりして、病気や災難を起

こす“鬼（邪気）”を追い払い、１年の無事や幸福を願う風習があ

ります。最近では、「恵方巻き」が店頭をにぎわすようになりまし

たが、もともと全国的な風習ではなく、江戸時代に大阪の商人が

商売繁盛祈願のために行っていた風習が始まりとされています。

（※諸説あります） 

大豆をいったもの。豆

まきに使うほか、自分の

年齢の数、または年齢の

数＋１個食べて、１年の

幸福を願います。給食で

は「黒糖福豆」が登場しま

す。おたのしみに！ 

よくかんで

食べよう！ 

 太巻きずし。その年

の歳神様がいるとさ

れる“恵方”を向き、

願い事を思い浮かべ

ながら、無言で丸かじ

りします。 

２０２６年の

恵方は 

「南南東」 

栄養バランスのよい食事と適度な運動、十分な睡眠・休養をとり、

体の抵抗力を高めます。また、石けんを使った手洗いやうがいを

行い、マスクをつけて部屋の空気の入れかえなどをして、かぜの

原因となるウイルスなどが体内に入るのを防ぎましょう。 


